
令和６年度健全化判断比率審査意見書 

 

１ 審査の概要 

 この審査は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項の規定により、町

長から提出された令和６年度財政健全化判断比率並びに基礎となる事項を記載した書類に

より、関係課職員から説明を受け、計数及び内容を確認した。 

 

２ 審査の結果 

 審査の結果、健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いず

れも適正に作成されているものと認められた。 

各比率は次のとおりであり、いずれも早期健全化基準及び財政再生基準に達していな

いことが分かる。 

よって、財政は健全な状態であると認められる。 

 

健全化判断比率 令和６年度 早期健全化基準 財政再生基準 

①実質赤字比率 
（％） 

   ― 

  （％） 

１４．３６ 

  （％） 

２０．００ 

②連結実質赤字比率 
（％） 

   ― 

 （％） 

１９．３６ 

  （％） 

３０．００ 

③実質公債費比率 
（％） 

１０．５ 

（％） 

２５．０ 

  （％） 

３５．０ 

④将来負担比率 
（％） 

１９．９ 

（％） 

３５０．０ 

 

 

 

【各比率について】 

① 実質赤字比率について 

令和６年度の実質赤字比率は前年同様比率なしとなっており、早期健全化基準

の 14.36％には達していない。 

② 連結実質赤字比率について 

令和６年度の連結実質赤字比率は前年同様比率なしとなっており、早期健全化

基準の 19.36％には達していない。 

③ 実質公債費比率について 

令和６年度の実質公債費比率は 10.5％となっている。 

早期健全化基準の 25.0％を下回っており、対前年比 0.1ポイント改善している。 

④ 将来負担比率について 

令和６年度の将来負担比率は 19.9％となっている。 

早期健全化基準の 350.0％を下回っており、対前年比 6.0 ポイント改善してい

る。 

３ 意見 

  審査の結果のとおり、健全化判断比率のいずれも早期健全化基準に達しておらず、現

時点では財政は健全な状態であると認められるが、将来的に更なる人口減少が見込まれ、

様々な財政指標に影響を及ぼす可能性があるため、計画的な財政運営が求められる。 


